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平
成
22
年
度
　
温
泉
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
　
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

今
後
の
源
泉
確
保
と

給
湯
施
設
老
朽
化
の
対

策
と
し
て
具
体
的
な
方
針
や
計

画
は
策
定
し
て
い
る
の
か
。

　

カ
ラ
吹
２
号
源
泉
の

修
復
と
新
規
の
温
泉
源

の
掘
削
を
予
定
し
て
い
る
。
現

在
は
、
関
係
機
関
の
同
意
を
得

る
た
め
交
渉
中
で
あ
る
。
総
額

で
約
４
億
円
の
事
業
費
を
見
込

ん
で
お
り
、
同
意
が
得
ら
れ
れ

ば
、
次
年
度
か
ら
で
も
予
算
措

置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

震
災
後
に
お
い
て
、

全
国
各
地
の
温
泉
で
湯

量
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
本

市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　

一
時
的
な
温
度
の
上

昇
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
湯
量
の
変
化
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

　

現
段
階
で
の
経
営
状

態
を
踏
ま
え
、
将
来
の

未
普
及
地
解
消
対
策
や
水
道
事

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

財
政
的
に
は
、
設
備

投
資
等
に
よ
る
若
干
の

厳
し
さ
は
あ
る
も
の
の
、
現
時

点
で
は
健
全
な
経
営
と
認
識
し

　委 員 長　安藤　　武
　副委員長　髙橋　　豪
　委　　員　門脇　民夫　　阿部則比古
　　　　　　黒沢　龍己　　小田嶋　忠
　　　　　　青柳宗五郎　　田口　喜義
　　　　　　髙久　昭二　　稲田　　修

〈委員会の意見〉
１　自治体病院は、市民の生命を守るとい
う崇高な責務を負っていることから、両
病院を病院として存続できるよう努める
こと。

２　医師の確保対策に最大限の努力をする
　こと
３　患者へのサービス向上並びに患者や住
　民の意向の把握に努めること。

企業会計決算審査特別委員会

平
成
22
年
度
　
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

て
い
る
。
今
後
、
未
普
及
地
に

対
し
事
業
拡
張
を
続
け
た
場

合
、
深
刻
な
財
源
不
足
も
懸
念

さ
れ
る
。
事
業
拡
張
に
あ
た
っ

て
は
、
加
入
率
に
基
づ
く
採
算

性
も
判
断
基
準
の
一
つ
で
は
あ

る
が
、
民
家
の
少
な
い
地
域
で

も
水
道
の
需
要
が
あ
れ
ば
、
地

域
の
公
共
基
盤
と
し
て
、
事
業

の
実
施
を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

水
道
事
業
会
計
に
お

い
て
、
繰
越
調
定
の
乖

離
問
題
は
無
い
も
の
と
理
解
し

て
よ
い
か
。

　

調
査
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
繰
越
調
定
額
の
乖

離
は
な
い
。

（
髙
橋　

記
）

　

両
病
院
と
も
に
、
累

積
赤
字
に
陥
っ
て
い

る
。
今
後
の
自
治
体
病
院
と
し

て
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

仙
北
市
の
人
口
規
模

か
ら
す
る
と
、
病
院
を

２
つ
経
営
す
る
こ
と
自
体
が
厳

し
い
。
医
師
確
保
と
い
う
課
題

も
あ
り
、
現
段
階
で
は
、
田
沢

湖
病
院
の
救
急
再
開
も
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
病
院
経
営
の
現

状
は
、
人
口
減
少
、
医
師
不
足

を
始
め
、
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
し
か
し
、
地
域
の
医
療
を

守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
当
面

は
２
つ
の
病
院
を
維
持
し
な
が

ら
も
、
将
来
は
両
病
院
の
機
能

の
す
み
分
け
も
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

民
間
病
院
の
一
般
的

な
人
件
費
率
は
50
％
程

度
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
角

館
、
田
沢
湖
両
病
院
の
人
件
費

率
は
そ
れ
と
比
較
し
て
相
当
高

い
。
ど
う
と
ら
え
る
か
。

　

９
月
１
日
、
平
成
22
年
度
の
企
業
会
計
決
算
審

査
の
た
め
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
９
月
15

日
、
16
日
の
２
日
間
、
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
、

病
院
事
業
会
計
、
温
泉
事
業
会
計
、
水
道
事
業
会

計
の
各
決
算
に
つ
い
て
認
定
さ
れ
た
。

　

企
業
経
営
か
ら
す
れ

ば
、
ボ
ー
ナ
ス
や
給
与

等
の
人
件
費
も
節
減
の
対
象
と

な
る
が
、
現
時
点
で
は
ス
タ
ッ

フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
考
慮

し
、
事
務
職
の
削
減
や
看
護
師

の
再
雇
用
に
よ
り
、
そ
の
抑
制

に
努
め
て
い
る
。

　

病
院
事
業
会
計
に
お

い
て
、
繰
越
調
定
の
乖

離
問
題
は
無
い
も
の
と
理
解
し

て
よ
い
か
。

　

繰
越
調
定
額
の
乖
離

は
な
い
。
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平成22年度　病院事業会計決算（千円）
項　目 角館病院 田沢湖病院 合　計

医 業 収 益 3,915,939 903,607 4,819,546
医 業 費 用 4,169,755 1,058,444 5,228,199
医 業 利 益 −253,816 −154,836 −408,653
経 常 利 益 −9,067 −87,956 −97,022

平成22年度　温泉事業会計・水道事業会計 決算（千円）
項　目 温泉事業会計 水道事業会計

営 業 収 益 42,814 330,016
営 業 費 用 32,047 284,254
営 業 利 益 10,767 45,762
経 常 利 益 10,826 12,533

企業会計決算審査
平成22年度
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問
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問われる自治体病院経営
（角館総合病院・田沢湖病院）


